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健やか食育プロジェクト事業報告書 

 

健康福祉事務所名 宝塚健康福祉事務所  

 

１ 食育推進体制の整備 

食育推進 

課題 

働きざかり世代への生活習慣病予防に向けた対策は喫緊の課題であ

るが、これらの世代は健康づくりのために時間を割く余裕がないことも

多く、自治体等の啓発活動への参加率も低いことから食育の機会を得に

くい世代である。 

管内では給食施設に該当する事業所が32施設あるが、うち利用者状況

（肥満・やせ）の把握ができているのは12施設（約38％）、健康・栄養

情報の提供は23施設（約72％）にとどまり、食環境整備に向けた取組み

が不十分である。 

今年度の 

推進方策 

今年度は三田市内のモデル企業を対象とし、“食を通じた社員の健康

づくり”をテーマに、働きざかり世代の食に関する実態調査と実践事業

を実施し、企業主体の食を通じた健康づくりに取組む企業の増加を目標

とする。また、食育関係機関・団体と企業等の働きざかり世代との連携

強化を目指す。 

成 果 

食環境整備の必要性を理解し、利用者の状況把握や健康づくりに前向

きな企業は増えつつある。この事業を進めるなかで企業側より、講話な

どの参加者の偏りがみられるということで、より沢山の方に情報が行き

届くようにする工夫などが行政・栄養士側から意見もでた。 

去年に引き続き食育関係機関・団体と企業等の働きざかり世代との連

携強化を目指す。 

今後の 

方向性 

企業側からは事業評価や上司の理解、継続が難しく、活動を継続する

事が難しいという声もあった。今後は活動を終えた後でも企業側が継続

できるような活動も提案していきたい。 

 

２ 会議の開催状況 

実施日時 令和2年2月27日（金）14:00～15:30 ⇒感染症拡大防止のため中止 

参 集 者 
（団体数 

 及び人

数） 

○株式会社ﾊｲﾚｯｸｽｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ ○栄養士会（2団体） 

○金井重要工業株式会社不織布製造所 ○市栄養士（宝塚市・三田市） 

○日立ｵｰﾄﾓﾃｨﾌﾞｼｽﾃﾑｽﾞ阪神株式会社 ○株式会社ﾓﾘﾀﾃｸﾉｽ 

○ｱｲﾘｽｵｰﾔﾏ株式会社 

協議内容 

○実践報告「令和元年度健やか食育プロジェクト事業 実践活動 

～社員食堂を通じた健康づくりの輪を広げよう～」 

○取組紹介｢市・各市栄養士会の取組状況｣ 

○協議・意見交換「テーマ：さらなる食育の推進に向けて」 

※中止のため用紙にて情報収集。後日情報共有予定（回収中） 

今後の 

方策 

今後も引き続き、事業所給食施設を中心に会議への参加を呼びかけ、

参加企業数の増加に努める。 

※会議の議事録、参集者名簿を添付すること。 



３ 食育実践活動の結果 

テーマ 社員食堂を通じた健康づくりの輪を広げよう 

対象 

及び 

参加 

者数 

第1回 株式会社ﾓﾘﾀﾃｸﾉｽ 社員 31名 

第2回 株式会社ﾓﾘﾀﾃｸﾉｽ 社員 90名 

第3回 ｱｲﾘｽｵｰﾔﾏ株式会社 社員 200名程度 

第4回 給食施設に該当する事業所32施設 

事 

業 

内 

容 

日時・場所 内  容 講師・運営スタッフ 

令和元年 

9月12日(木) 

13:00～14:00 

株式会社ﾓﾘﾀﾃｸﾉｽ 

大会議室 

○みそ汁の試飲 

○｢お酒と減塩の話｣ 

株式会社ﾓﾘﾀﾃｸﾉｽ 

宝塚健康福祉事務所 

令和元年 

10月3日(金) 

12:00～13:00 

株式会社ﾓﾘﾀﾃｸﾉｽ 

食堂 

○フードモデル展示 

○リーフレット配布 

○野菜の計量体験 

株式会社ﾓﾘﾀﾃｸﾉｽ 

宝塚健康福祉事務所 

甲子園大学(実習生) 

令和元年10月～ 

令和2年3月 

○働きざかり世代の食に関する 

アンケート配布・回収中 

ｱｲﾘｽｵｰﾔﾏ株式会社 

  三田市第二工場 

宝塚健康福祉事務所 

令和2年3月 ○ヘルシーレター配付 
宝塚健康福祉事務所 

各市事業所32施設 

成 

果 

【成果】 

 健康講話参加者は事前に希望制にしていたが、業務の都合上受けられない

方が多かった様子。食堂での普及活動については、フードモデル展示や、糖分

表示など視覚的に訴えるものが多く意識づけにつながった。野菜の重量あて

をゲーム感覚で行い、参加者も楽しんでいた。 

 

【評価指標と目標値及び達成状況】 

・利用者状況把握をしている施設数の増加  

現状9→H29末11→H30末12→R1末12(※最終目標施設数17施設) 

・健康・栄養情報の提供をしている施設数の増加   

H30末23→R1末25（※最終目標施設数31施設）       

今後の

課題 

 

今年度の事業は、健康福祉事務所（実習生含む）・事業所のみでの実施でし

た。今後は昨年度のように栄養士会等にも協力していただき実施していきた

い。企業側が主体となりスムーズに事業を進めでいけるよう、各市健康部門、

地域の栄養士会等との連携をはかり、その間のパイプ役として体制整備を行

う。また、食を通じた健康づくりに消極的な企業も多いので、個別巡回や会議

などを通して食環境整備の充実に努める。 

 

 

※プログラムや内容がわかる資料を抜粋し添付すること。 

 



 

 

 

  
 

働きざかり世代への生活習慣病予防の向けた対策は喫緊の課題。 

        一方で、これらの世代は健康づくりのために時間を割く余裕がない

ことも多く、自治体等の啓発活動への参加率も低いことから食育の

機会を得にくい世代である。 

 

 

○食を通じた健康づくりに取組む企業の増加 

   ○食育関係機関・団体と企業等の 

働きざかり世代との連携強化 

 

 

 

対象：三田市内モデル企業 M 社 

日程：9 月 12 日（木）13:00～14:00 

内容：◆みそ汁の試飲 

   ◆講話｢お酒と減塩について｣ 

   ◆アンケート 

 

 

講話後に実施したアンケートにて 

現在の食生活に少し問題がある、問題が多いと選択した方に 

具体的に何に問題があるか、複数の項目より選択していただいた。 

集計結果より  実施活動②  の内容を検討した。 

A or B 

事業 

背景 

事業 の 

ねらい 

実践活動① 

 どちらが｢美味しい｣と感じたか、 

塩分量の違うみそ汁(A.B)を用意し、試飲を行いました 

 



対象：三田市内モデル企業 M 社 

日程：10 月 3 日（金）12:00～13:00  

内容：◆野菜の 350g 計量体験 

   ◆飲料の糖分表示 

   ◆フードモデル展示 

   ◆リーフレットの配布 

 

実践活動① より現在の食生活の問題点に｢野菜が足りない｣と回答している方が 

1 番多かったため、野菜の計量体験を実施した。 

飲料の糖分表示では、普段飲みそうな缶コーヒーやお酒についても表示した。 

 

 

対象：三田市内モデル企業 A 社 

日程：9 月～令和 2 年１月 

内容：働き世代に向けたアンケート実施 

 

アンケートの結果より 

来年度の事業内容を検討中… 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2 年 2 月 27 日を予定しておりました会議は、感染症拡大防止のため中止となり

ました。⇒ 紙面での情報共有に切り替えました。 

実践活動② 

実践活動③ 

健やか食育プロジェクト会議 

実践活動④ 

対象：給食施設に該当する事業所 32 施設 

日程：令和２年３月 

内容：ヘルシーレター配布 

 


